
子どもたちの歓声響く子どもたちの歓声響く！！
「べんがら村」「べんがら村」
リニューアルオープンリニューアルオープン

※入場時に検温・手指消毒を行い、新型コロナ
ウイルス感染症防止に努めて開催されました。

　　4月にリニューアルオープンした4月にリニューアルオープンした
べんがら村。オープン直後の週末にべんがら村。オープン直後の週末に
は、べんがらマルシェが行われ、多は、べんがらマルシェが行われ、多
くの人でにぎわいました。敷地内のくの人でにぎわいました。敷地内の
子ども広場に設置されたふわふわ子ども広場に設置されたふわふわ
ドームでは、子どもたちが笑顔で飛ドームでは、子どもたちが笑顔で飛
び跳ね、歓声があふれていました。び跳ね、歓声があふれていました。

広報
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ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女
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■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係 
　TEL 0943・23・1110   FAX 0943・24・8083

◦八女市公式ホームページ

◦八女市公式LINE

◦その他公式情報発信ツール

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1111（代表）   FAX 0943・22・2186 
URL https://www.city.yame.fukuoka.jp/　
開庁日時  平日8：30～17：15

（延長窓口  水曜17：15～19：00 本庁一部窓口のみ）

掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠ yamecity

広報 2022 年（令和 4 年）6月1日号八女市 No.1230

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。
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火災出火件数  5件 （21件）
救急出動件数 259件 （1080件）
救急搬送人数 247人 （1034人）

人身事故発生件数 68件 （147件）
傷　　者 92人 （197人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,106 (-182)
男 28,844  (-91)
女 32,262  (-91)

世帯数 25,428  (-82)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 死亡 79 人
転入 282 人 転出 418 人

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動

納期限・口座振替日
6月30日㈭
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力くださ
い。遅れると督促料や延滞
金が発生します。
※納付書の再発行は担当課
へご連絡ください。

◦市県民税（1期）
◦住宅使用料（6 月）◦保育料（6 月）
◦水道料金・下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

6月に納めるもの

yamecity
YouTube

6 月上旬以降
市役所本庁駐車場入口が変わります

平成 24 年九州北部豪雨災害から10 年
忘災にしない防災

特集

6 月 5 日は環境の日
6 月は「環境月間」です

令和 4 年度八女市職員採用試験案内

健康だより

6 月イベントカレンダー

図書館だより

まちのわだい TOPICS

令和 4 年度市県民税について

新型コロナウイルスワクチン接種　
ー 4 回目接種のお知らせー

お知らせ
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　新庁舎建設工事は現在、建物の基礎となる杭の工事
を行っています。杭は現場打ちコンクリート杭で、直径
は 1.5 ｍと1.1ｍの 2 種類があり、長さ約 22 ｍ、総数
89 本で新庁舎を支えます。また、旧 442 号線側では、
新庁舎関連の設備工事を行っています。空調で使用す
る電力を抑えるために、温度が一定の地中熱を活用す
る仕組みで、直径約 20cm、深さ約 100 ｍの地中（65
か所）にチューブを通す工事を行っています。
※新庁舎での業務開始は令和 6 年 5 月予定です。

広報八女 2022.6.13

新庁舎建設工事 進捗状況 建設工事って
どんなことをしているの？

◁杭工事 △地中熱工事

市ホームページ「新庁舎建設だより」にて、
工事の進捗状況や内容等をお知らせします。

市役所本庁舎
（南庁舎）

（北庁舎）

新庁舎建設工事範囲

車両出口（北側のみ）

おりなす八女交流棟

八女市立
図書館

商工会議所

シルバー
人材センター

福岡銀行

清水公園

八女公園

おりなす八女
研修棟

社会福祉会館

思いやり駐車場
（8 台）

大正町交差点
県道4号線（旧国道442号線）

月極駐車場

歩行者通路

歩
行
者
通
路

工事車両専用出入口

工
事
車
両
専
用
出
入
口

清水町交差点

土橋交差点

（7台）
⑤

⑥

③

（約 80 台）

（47 台）

現場
事務所

駐輪場
スロープ スロープ

駐
輪
場 ①北庁舎北側駐車場

②北庁舎東側駐車場
③八女公園臨時駐車場
④清水町駐車場
⑤おりなす八女西側駐車場
⑥大正町駐車場

市役所・おりなす八女駐車場
(6月上旬以降）

▲：工事期間中の来庁者出入口

道路を横断の際は横断歩道を利用してください。

④（約 200 台）

　

新
庁
舎
建
設
工
事
に
伴
い
、
市
役
所
本

庁
駐
車
場
の
入
口
と
駐
車
場
の
範
囲
を
下

図
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。
本
庁
敷
地
内
の

駐
車
場
の
「
入
口
」
は
東
側
（
福
島
小
学

校
側
）
と
な
り
、「
出
口
」
は
北
側
（
旧
４

４
２
号
線
側
・
福
岡
中
央
銀
行
横
）
で
す
。

　

来
庁
者
お
よ
び
お
り
な
す
八
女
利
用
者

の
駐
車
場
と
し
て
は
、
北
庁
舎
北
側
・
東

側
駐
車
場
、
八
女
公
園
臨
時
駐
車
場
、
大

正
町
駐
車
場
、
清
水
町
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
駐
車
場
の
出
入
口
や
範
囲
に
つ
い

て
は
、
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
変
更
し
て

い
く
予
定
で
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
広
報
八
女
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

新
庁
舎
建
設
課
（
☎
２
４
・
８
０
９
１
）

6
月
上
旬
以
降

市
役
所
本
庁

駐
車
場
入
口
が

変
わ
り
ま
す

新庁舎関連設備
工事範囲

②
（23 台）

（約 45 台）①
車両入口

（東側のみ）
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平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
10
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

あ
の
大
災
害
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
も
、
毎
年

の
よ
う
に
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
十
分
な

備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特　集

「
忘
災
」に
し
な
い
防
災

「
忘
災
」に
し
な
い
防
災

平
成
平
成
2424
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら

年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
1010
年年

42022.6.1  広報八女
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平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
は
「
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
」
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
市
内
の
至
る
と
こ

ろ
で
多
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
で
は
、お
二
人
が
亡
く
な
ら
れ
、

10
人
が
重
軽
傷
を
負
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
２
５
７
４
か
所
の
公
共
土
木
施

設
・
農
地
農
業
用
施
設
等
の
被
害
を
は
じ
め
、

１
２
４
３
か
所
の
住
宅
被
害
、
断
水･

停
電

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断
絶
が
発
生
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、そ
れ
に
伴
う
避
難
な
ど
、ピ
ー

ク
時
に
は
６
６
５
９
人
が
避
難
所
生
活
を
強

い
ら
れ
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
１
日
で
も
早
く
平
穏
な
日
常
生
活

を
取
り
戻
す
た
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
復

旧
復
興
へ
の
努
力
を
続
け
、
平
成
30
年
に
復

旧
事
業
竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
復
旧
事
業
に
お
い
て
は
、
国
や
県
、
職

員
を
派
遣
い
た
だ
い
た
多
く
の
自
治
体
を
は

じ
め
、
各
種
団
体
・
企
業
お
よ
び
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
災
害
の
復
旧
と
と
も
に
、
市
で
は
「
安
心

安
全
・
協
働
・
被
災
者
支
援
・
再
生
」
を
基

本
理
念
に
「
自
然
と
共
生
し
つ
つ
、
災
害
に

強
く
安
全
に
暮
ら
せ
る
安
心
な
ま
ち
」
を
目

指
し
て
「
災
害
復
旧
復
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
「
災
害
の
検
証
・
計
画
的
な
復

旧
復
興
・
災
害
へ
の
備
え
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
地
域
の
防
災
対
策
な
ど
を
見
直
す
と
同

時
に
、
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

避
難
所
の
見
直
し
や
河
川
の
監
視
体
制
の
強

化
、
情
報
提
供
手
段
の
充
実
、
自
主
防
災
組

織
の
強
化
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
災

害
の
経
験
を
過
去
の
も
の
と
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
経
験
を
糧
に
教
訓
と
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
災
害
に
対
す
る
十
分
な
備

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
を
振
り
返
る

災
害
の
概
要

◦アメダス総雨量分布図（7月13日～14日）

経
験
を
糧
に
、災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

　

平
成
24
年
7
月
12
日
に
対
馬
海

峡
に
あ
っ
た
梅
雨
前
線
が
北
上
し
、

同
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
朝
鮮

半
島
付
近
で
停
滞
。
九
州
北
部
地

方
に
は
東
シ
ナ
海
上
か
ら
暖
か
く

湿
っ
た
空
気
が
流
入
し
て
大
気
の
状

態
が
非
常
に
不
安
定
と
な
り
ま
し

た
。
前
線
に
雨
雲
が
次
々
と
流
れ
込

ん
で
発
達
し
、
13
日
は
佐
賀
県
と

福
岡
県
、
14
日
に
は
福
岡
県
と
大

分
県
を
中
心
に
大
雨
と
な
り
、
九
州

北
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

八
女
市
で
は
、
7
月
13
日
朝
方

か
ら
14
日
の
昼
に
か
け
て
、
こ
れ
ま

▶
平
成
30
年
9
月
8
日
に
行
わ
れ
た
「
平
成
24

年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
竣
工
式

（
福
岡
県
・
八
女
市
共
催
）」

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、河
川
の
氾
濫
や
土
石
流
、

道
路
や
橋
り
ょ
う
の
損
壊
な
ど
で
、

孤
立
す
る
集
落
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

黒
木
の
観
測
地
点
で
の
記
録
に

よ
る
と
、
7
月
11
日
か
ら
14
日
ま

で
の
総
降
水
量
は
最
大
６
４
９
ミ

リ
（
14
日
だ
け
の
降
水
量
は
４
１
５

ミ
リ
）
を
記
録
。
14
日
午
前
11
時

30
分
ま
で
の
24
時
間
降
水
量
は
、

１
９
７
６
年
の
観
測
開
始
以
来
最

高
の
４
８
６・０
ミ
リ
を
記
録
し
ま

し
た
。

　

降
り
始
め
か
ら
の
最
大
雨
量
は

池
の
山
観
測
点
（
星
野
）
の
６
１
３

ミ
リ
、
最
大
時
間
雨
量
は
同
観
測

点
の
96
ミ
リ
で
し
た
。

　

こ
の
災
害
で
八
女
市
は
、
死
者
2

人
、
重
軽
傷
者
10
人
を
数
え
る
人

的
被
害
を
筆
頭
に
、
住
宅
１
２
４
３

棟
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
農

地
、山
林
２
５
７
４
か
所
が
被
災
し
、

多
大
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ピ
ー
ク
時
に
は
６
６
５
９

人
が
避
難
し
、
避
難
生
活
は
最
長
で

45
日
に
も
及
ぶ
と
い
う
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

出典：福岡管区気象台『災害時気象速報平成
24年7月九州北部豪雨』（平成24年7月31日）

災
害
の
爪
痕
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八
女
市
長
　
三
田
村  

統
之
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平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
は
、
八
女
地
域
に

死
者
２
人
を
も
た
ら
す
未み

ぞ

う
曾
有
の
災
害
で
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
復
旧
復
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
を
振
り
返
る
と
、
消
防
本
部
へ
の
救
助
要

請
等
の
１
１
９
番
通
報
が
集
中
し
、
そ
の
内
容
は
地
域

が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
災
害
要
因
が
複
雑
か
つ
大
規
模

な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
本
部

で
は
、
県
内
で
初
め
て
と
な
る
福
岡
県
消
防
相
互
応
援

協
定
を
発
動
し
、
防
災
ヘ
リ
５
機
を
含
む
21
消
防
本

部
か
ら
33
隊
も
の
応
援
隊
が
出
動
し
救
助
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

救
助
現
場
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
ま
さ
か

こ
こ
ま
で
水
位
が
上
が
る
と
は
」「
こ
の
地
区
は
浸
水

　
八
女
市
で
は
地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
内

在
住
で
地
域
の
防
災
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
人
を
対
象

に
「
八
女
市
防
災
士
養
成
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。
講
座
終

了
後
に
同
会
場
で
試
験
を
行
い
ま
す
。
合
格
者
は
防
災
士
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

◦
場
所
＝
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

◦
募
集
人
数
＝
50
人
（
先
着
順
）

◦
費
用
＝
受
講
料
・
受
験
料
お
よ
び
登
録
料
は
市
が
負
担

◦
申
請
受
付
期
間
＝
６
月
１
日
～
６
月
30
日

◦
日
時
＝
秋
か
ら
冬
頃
に
２
日
間
の
日
程
で
予
定
し
て
い
ま

す
。
２
日
間
と
も
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
消
防
防
災
係
（
☎

２
３・１
７
３
１
）

八
女
市
防
災
士
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

市
で
は
、
消
防
団
員
や
そ
の
家
族
が
「
八
女
市
消
防
団

応
援
の
店
」
を
利
用
し
た
と
き
、
協
賛
店
が
決
め
た
割
引
や

優
遇
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
取
り
組
み
を
実
施
予
定
で

す
。

　
こ
れ
は
、
消
防
団
活
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
応
援
し
て
い
く

機
運
を
高
め
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
協
賛

店
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
集
客
効
果
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
・
ご

登
録
い
た
だ
け
る
店
舗
等
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

◦
申
請
受
付
開
始
日
＝
７
月
１
日

◦
対
象
＝
店
舗
、
企
業
お
よ
び
施
設
等

◦
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
＝
市
役
所
防
災
安
全
課
ま
た
は

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
に
備
え
付
け
の
申
請
書
類
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
＝
防
災
安
全
課
消
防
防
災
係
（
☎

２
３・１
７
３
１
）

「
八
女
市
消
防
団
応
援
の
店
」事
業
の
協
賛
店
募
集
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し
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
」
な
ど
の
言
葉
が
多
く
聞

こ
え
て
き
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
災
害
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
近
年
で
は

毎
年
の
よ
う
に
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
発
出
さ
れ
て
い

ま
す
。「
い
つ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
災
害
が
私
た
ち
を

襲
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
可
能
性
が
十
分

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
危
機
感
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
梅
雨
期
に
入
り
、
そ
の
後
は
台
風
襲
来

の
季
節
と
続
き
ま
す
。
そ
の
前
に
、
八
女
市
か
ら
全
世

帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
活
用

し
、
自
分
の
地
区
に
ど
の
よ
う
な
危
険
な
箇
所
が
存
在

す
る
の
か
な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
気
象
庁
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
て
い
る
「
キ
キ
ク
ル
」
な
ど
か
ら
自
分
自
身
で

情
報
を
収
集
し
、
考
え
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
行
動
計
画
を
考
え
る
「
災
害
図
上
訓
練
」
や
「
地

区
防
災
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

八
女
消
防
本
部
で
も
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
、

八
女
市
と
連
携
し
、「
誰
も
が
安
心
で
き
る
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

梅
雨
・
台
風
な
ど
の
出
水
期
を
前
に
考
え
た
い

災
害
へ
の
備
え

八女消防本部 予防課長

倉ノ下 繁 さん
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情
報
収
集
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

◦
八
女
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

市
で
は
今
年
３
月
に
、「
八
女
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
改
訂
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
に
各
地
区
別
に
世
帯
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

手
元
に
届
い
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
自
宅
の
位

置
を
は
じ
め
、
避
難
場
所
や
浸
水
・
土
砂
災
害
危
険
地
域
、

避
難
経
路
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
裏
面
の
非
常
時
持
ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ
ク
や
災

害
時
の
行
動
の
指
標
と
な
る
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を

作
成
す
る
な
ど
、「
わ
が
家
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⃝

そ
の
他
の
防
災
情
報
収
集
手
段

　

八
女
市
に
は
、
全
戸
配
布
し
て
い
る
「
防
災
ラ
ジ
オ
」

を
は
じ
め
、テ
レ
ビ
で
八
女
市
の
情
報
を
確
認
で
き
る
「
ｄ

ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
＋
ｄ
ボ
タ
ン
で
視
聴
）」、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
防
災
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
収
集
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
日
頃
か
ら
十

分
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ハザードマップ（上）や防災ラジ
オ（右）はいつでも見聞きできる
状態にしておきましょう。

　

平
成
24
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
時
、
私
は
消

防
団
員
と
し
て
、
大
き
な
被
害
が
出
た
長
野
地
区
の
救

援
活
動
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に

は
、
い
つ
も
見
慣
れ
て
い
た
長
閑
な
風
景
が
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
程
に
一
変
し
て
お
り
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
に
は
流
木
が
幾
重
に
も
重
な
り
合
い
、
川
辺

の
民
家
は
土
台
を
え
ぐ
ら
れ
傾
い
て
い
ま
し
た
。
す
で

に
倒
壊
し
流
さ
れ
て
い
る
家
屋
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
消
防
団
員
は
団
長
指
揮
の
下
、
被
災
家
屋
に

入
り
、
床
下
や
家
周
り
の
側
溝
の
泥
出
し
、
泥
ま
み
れ

に
な
っ
た
思
い
出
の
品
物
の
取
り
出
し
・
分
別
を
行
い

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
中
を
察
し
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
思
い
出
の
品
物
を
残
せ
る
よ
う
に
と
淡
々

と
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

自
然
の
威
力
の
前
で
は
私
た
ち
は
本
当
に
無
力
で
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、
防
災
士
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か

ら
の
備
え
や
心
構
え
に
よ
っ
て
減
災
は
可
能
で
す
。
防

災
士
と
し
て
「
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
」
を
一
人

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
日
常
に
な

る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

平
成
24
年
当
時
、
私
は
星
野
村
小
野
１
区
の
区
長

を
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
避
難
誘
導
に
奔
走
し

た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

　

避
難
し
て
い
た
公
民
館
の
裏
手
の
山
が
大
き
な
音

を
立
て
て
約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
崩
落
し
た
と
き
は
、

ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
壊
れ
る
の
か
と
驚
き
な
が

ら
も
、
何
と
か
避
難
者
で
力
を
合
わ
せ
て
、
別
の
避

元小野１区（星野）区長

原口 重信 さん

難
所
へ
移
動
し
ま
し
た
。
翌
朝
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
救
援
物
資
が
届
い
た
と
き
は
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
旧
小
野
小
学

校
へ
避
難
し
た
４
０
０
人
に
一
人
も
負
傷
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に
幸
い
で
し
た
。

　

私
は
災
害
に
備
え
る
と
き
に
「
想
定
外
」
と
い
う

事
態
が
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
被
災
地
か
ら
の
報
道

で
「
こ
こ
ま
で
水
が
押
し
寄
せ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」「
ま
さ
か
壊
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
な
ど

の
声
を
聞
き
ま
す
が
、
私
た
ち
が
平
成
24
年
に
体
験

し
た
と
き
も
同
様
で
し
た
。
災
害
は
、
形
が
違
っ

て
も
ど
こ
の
地
域
で
も
起
こ
り
う
る
と
心
構
え
を
し

て
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

消防団員・防災士

大谷 初美 さん
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ご
み
減
量
化
を
推
進
し
循
環
型
社
会
の
構

築
を
目
指
す
た
め
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を

堆
肥
化
す
る
、
生
ご
み
処
理
器
の
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

生
ご
み
処
理
器
の
人
気
は
年
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
家
庭
で
生
ご
み
の

減
量
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

生
ご
み
の
減
量
推
進
を
行
う
地
域
（
自
治

会
や
グ
ル
ー
プ
単
位
な
ど
）
に
対
し
、
コ
ン
ポ

ス
タ
ー
（
３
０
０
㍑
）
を
無
償
で
貸
与
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
取
り
組
み
事
例
も
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
地
域
・
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
ご
み
の
分
別
表
を
見
て
も
、
や
や
こ
し
く

て
わ
か
ら
な
い
」「
新
年
度
に
な
り
、
町
内
会

の
役
員
が
変
わ
っ
た
た
め
、
資
源
ご
み
の
指
導

が
難
し
い
」
こ
ん
な
声
に
お
応
え
す
る
た
め
、

環
境
課
で
は
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
収
集

日
に
現
地
で
直
接
ご
み
の
出
し
方
の
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
区
な
ど
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
一
年
中
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

の
場
合
は
本
庁
環
境
課
も
し
く
は
各
支
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
八
女
市
で
は
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ

ん
あ
～
る
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）。
ご
み
の
分
別
方
法
な

ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な

ア
プ
リ
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反

者
に
対
し
て
は
、罰
則
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
や
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
な
ど
の
行
事
等

「
焼
却
禁
止
の
例
外
」
の
場
合
で
も
生
活
環
境

へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
近
隣
の
人
か
ら
「
悪

臭
が
す
る
」「
煙
で
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
」
と

言
っ
た
苦
情
が
出
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課（
☎
２
３・１
４
６
２
）

ま
た
は
黒
木
支
所
生
活
福
祉
係（
☎

４
２・
１
４
６
３
）、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

係
▽
立
花
支
所（
☎
２
３・４
９
３
２
）、
▽
上

陽
支
所（
☎
５
４・
２
２
１
８
）、
▽
矢
部
支

所（
☎
２
４・
９
１
４
２
）、
▽
星
野
支
所（
☎

５
２・３
１
１
３
）

「
生
ご
み
」減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

※電気式生ゴミ処理機は、購入した商品に対し助成金を支給します。
※生ごみ処理器の利用は臭いを伴います。設置に際しては周辺住民の迷惑にならないよう配慮
してください。

■個人購入にかかる補助金額

地
域
で
の
取
り
組
み
に
無
償
貸
与

ご
み
分
別
の
説
明
会
を
実
施

ご
み
の
野
外
焼
却
は「
原
則
禁
止
」で
す

種類 電気式生ごみ処理機（※） コンポスター EMバケツ

特徴 屋外・屋内設置型 畑据え付け型 バケツ型
助成
内容

購入価格の 2 分の 1
上限 20,000 円 一律 4,000 円 1,560 円

個人
負担額

3,197 円（100ℓ）
4,591円（150ℓ）
10,771円（300ℓ）

870 円

申請に必
要なもの

領収書・保証書・
口座通帳（コピー可）

購入代金
（個人負担額）

（現品を市役所であっせん販売しています）

6月5日は環境の日6月5日は環境の日
6月は「環境月間」です6月は「環境月間」です

　1972 年に開催された「ストックホルム国連人間環境会議」を記念して、6 月 5 日は「環境の日」に定められ1972 年に開催された「ストックホルム国連人間環境会議」を記念して、6 月 5 日は「環境の日」に定められ
ています。日本では６月を「環境月間」として、限りある資源や環境の保全に対して関心と理解を深めるためています。日本では６月を「環境月間」として、限りある資源や環境の保全に対して関心と理解を深めるため
の普及啓発活動を実施しています。の普及啓発活動を実施しています。

 水と一緒に 水と一緒に
暮らす日々暮らす日々

「生ごみ」減量
に取り組もう！

生ごみ処理器でごみの量を
減らし、循環型の生活へ

野菜を育てる

生ごみが
　出る

コンポスター
で堆肥を作る

食べる
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上
水
道
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い

大切な大切な
 水と一緒に 水と一緒に

暮らす日々暮らす日々
６月１日から７日までは水道週間です

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

飲
料
水
改
善
事
業
補
助
金
の

ご
案
内

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を ①一般家庭の水質検査 

②浄水器などの販売・貸出・
　あっせん
③給水管の清掃・修理など

水道局職員を装ったト
ラブルが多発していま
す。上下水道局では、
次のようなことは行っ
ていません。

水道法および八女市給水条例
に基づき、受水槽の清掃、水
質検査を年１回以上実施するこ
とが義務付けられています。適
正な受水槽の管理をお願いし
ます。

受水槽を設置している人
（事業所）は

悪
質
な
業
者
に

注
意
‼

　

八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧

八
女
市
・
旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
・

旧
黒
木
町
・
旧
星
野
村
」（
一
部

地
域
を
の
ぞ
く
）
に
、
よ
り
安
全

で
安
定
し
た
水
道
水
を
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

上
水
道
は
、
市
民
が
健
康
で

快
適
な
生
活
を
お
く
る
た
め
、
水

道
法
で
定
め
ら
れ
た
水
質
検
査

を
実
施
し
、
い
つ
で
も
安
心
し
て

飲
め
る
水
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
配
水
管
（
水
道
本
管
）

が
整
備
さ
れ
た
地
区
で
、
上
水
道

に
未
加
入
の
人
は
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
上
水
道
へ
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
今
年
度
実
施
す
る

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

給
水
装
置
の
工
事

（
新
設
・
改
造
・
修
繕
・

撤
去
）
は
、
水
道
法
に

よ
り
指
定
を
受
け
た
工
事
事
業
者

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自
宅
に
あ

る
水
道
管
が
破
損
し
た
ら
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル
ブ

を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
し

て
、
最
寄
り
の
指
定
事
業
者
（
有

料
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の
開

始
・
中
止
の
手
続
き
が
必
ず
必
要

に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
中
止
時

に
は
水
道
料
金
の
精
算
が
必
要
で

す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
水
道

を
使
用
し
な
く
て
も
料
金
が
発
生

し
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

立
地
条
件
な
ど
に
よ
り
、
上
水

道
事
業
の
計
画
区
域
外
地
域
が
あ

り
ま
す
。
計
画
区
域
外
に
お
住
ま

い
の
人
が
、
安
心
で
安
全
な
飲
料

水
確
保
の
た
め
に
設
備
の
新
設
お

よ
び
改
善
を
行
う
場
合
、
必
要
な

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

飲
料
水
に
お
困
り
で
申
請
を
検

討
中
の
人
は
、
上
下
水
道
局
ま
た

は
支
所
担
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局《
料

金
等
の
こ
と
は
☎
２
３・１
９
４
９

ま
で
、
工
事
等
の
こ
と
は
☎
２
３

・
１
１
０
７
ま
で
》

　

河
川
の
水
質
悪
化
の
一
番
の
原

因
は
、生
活
排
水（
台
所
・
風
呂
・

洗
濯
等
の
排
水
）で
す
。

　

汲
み
取
り
便
槽
や
単
独
処
理

浄
化
槽
（
し
尿
の
み
を
処
理
す
る

浄
化
槽
）
の
家
庭
で
は
、
生
活
排

水
は
処
理
さ
れ
ず
に
河
川
等
へ
放

流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
、し
尿
だ
け
で
な
く
、

生
活
排
水
も
処
理
し
て
、
環
境
負

荷
の
な
い
レ
ベ
ル
に
浄
化
し
ま
す
。

生
活
排
水
が
浄
化
さ
れ
れ
ば
水

環
境
が
守
ら
れ
ま
す
。

　

左
表
は
、
浄
化
槽
・
汲
み
取
り

便
槽
・
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
活
排
水
の
汚
れ
の
量
を
現
し

た
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

家
庭
の
生
活
排
水
の
汚
れ
の
量

を
、
汲
み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て

い
る
家
庭
は
約
７
分
の
１
に
、
単

独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
は
約
８
分
の
１
に
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
の
補

助
金
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
４
月
１
日
号
の
広
報
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１

１
４
８
）

浄
化
槽
で
水
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う

台所 洗濯 風呂 し尿 合計

生活排水の
汚れの量 17g 4g 9g 13g 43g

浄化槽の家
1.7g 0.4g 0.9g 1.3g 4.3g

全ての生活排水を処理し、汚れを約10
分の1まで浄化します

汲み取り
便槽の家

17g 4g 9g 0g 30g
し尿をためて、汲み取って処理します
が、生活排水はそのまま排出されます

単独処理
浄化槽の家

17g 4g 9g 5g 35g
し尿を処理約 40％まで浄化しますが、
生活排水はそのまま排出されます

■生活排水の汚れの量と、浄化槽・汲み取
り便槽・単独処理浄化槽の排水の汚れの量

　浄化槽は、自動車 1 台分の敷地があれば設置
できます。設置には約 1 週間かかります。
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創ったりして、「八女の魅力度アップ」を目指す仕事
に携わっており、やりがいを感じています。私たちと
ともに、魅力あふれる「よかとこ八女！」づくりの仲
間に入りませんか。

先輩インタビュー

令和４年度八女市職員採用試験案内

未来の八女は君が担う！
一般事務Ａ（大学卒業程度）の八女市職員採用試験を実施します。
一般事務Ｂ（高校卒業程度）等の職員採用試験案内は、8 月 1日号に
掲載予定です。採用試験の詳細は右下 QR コードから確認できます。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
大学生等を応援するため、市内の特産品等

（20,000 円相当）の詰め合わせをお届けします。
ＱＲコードから詳細を確認してお申し込みくだ
さい。
◦申請期限＝ 6 月 30 日㈭まで
◦対象者＝次の全てに該当する人
①平成 4 年 4 月 2 日～平成 16 年 4 月1日の

間に生まれた人
②八女市内に住所を有する、または父母等が
市内に住所を有する人
③国内の大学・大学院・短期大学・高等専門
学校（第 4 学年および第 5 学年に限る）・専
修学校（専門課程に限る）に在学している人
◦問い合わせ＝企画政策課企画政策係（☎ 24・
9009）

◦募集職種＝一般事務Ａ（大学卒業程度）
◦採用予定人数＝10人程度
◦職務の内容＝一般行政事務等に従事
◦受験資格＝平成5年4月2日から平成13年4月1日まで
に生まれた人
◦採用予定日＝令和5年4月1日
◦第１次試験期間＝7月11日㈪～7月24日㈰
◦試験方法＝テストセンター試験
◦願書受付期間＝ 6 月 21日㈫までの８時30分～ 17
時 15 分（土曜・日曜を除く）
※郵送提出の場合は、6 月 21日㈫ 17 時 15 分までに

必着し、書類に不備がないものに限り受け付けます。
◦試験科目＝基礎能力検査（大学卒業程度）、事務能
力検査、書類審査（第 2 次・第 3 次試験については、
試験案内に記載しています）
◦試験案内請求および願書提出先・問い合わせ＝
〒 834-8585 八女市本町 647 番地 八女市役所総務
部人事課人事係（☎ 0943・23・2129）
　試験案内は市役所で配布しますが、市公式ホーム
ページからもダウンロードできます。郵送
で試験案内を請求される場合は問い合わせ
ください。

若
い
力
、

待
っ
て
ま
す
！

「コロナに負けない」頑張る大学生等の皆さんへ応援物資を届けます！
ー新型コロナウイルス感染症対策大学生等応援事業ー

【志望動機】
　生まれ育った八女市が大好き
だということ。そして、地元の
発展のために貢献したいと思い
志望しました。携わる仕事の一
つ一つが市民の皆さまのための
ものであり、向上心を持って取
り組む原動力になっています。

【志望される皆さんへ】
　明るい職場環境の中、八女の
観光資源を活用したり、新たに

安部 哲暢
【観光振興課】

担当し、市民の方に「ありがとう」と声をかけていた
だき、やりがいを実感しています。また、日頃から職
員同士の風通しも良く、気兼ねなく相談できて、自
分自身が成長できる職場です。

【志望動機】
　大学時代、進路に悩んでいた
ときに市役所職員の仕事を知り
ました。市役所は市民の皆さん
と接し、地域に密着した仕事が
できます。幼い頃から大好きな
地元八女市のより良いまちづく
りに携われることに魅力を感じ
志望しました。

【志望される皆さんへ】
　住民健診や予防接種業務を

久間 愛里
【健康推進課】



11 広報八女　2022.6.111

　
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
と
は
、
転
倒
防

止
用
の
手
す
り
を
つ
け
た
一
人
用
の
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
で
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
飛
ん
だ
り
、
足

を
上
げ
た
り
す
る
上
下
運
動
を
交
代
で

行
い
ま
す
。
大
学
の
研
究
で
バ
ラ
ン
ス
機

能
の
向
上
、
腰
痛
・
膝
痛
の
軽
減
、
自

律
神
経
系
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳

以
上
の
人
で
令
和
２
・
３
年
度
に
八
女

市
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
人
（
主
に
高
齢
者
向
け
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
、
お
お
む
ね
40
歳
以

上
の
人
の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
）。

※
持
病
が
あ
る
人
や
運
動
に
制
限
が
あ

る
人
、
教
室
で
の
運
動
に
心
配
が
あ
る

人
は
、 

必
ず
事
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
持
参
す
る
も
の
＝
マ
ス
ク
・
タ
オ
ル
・

水
分
補
給
の
飲
み
物
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
事
前
申
込
が
必

要
で
す
。
介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係

（
☎
２
４
・
９
４
６
６
）ま
た
は
、
黒
木
支

所
生
活
福
祉
係（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）、各

支
所
市
民
生
活
福
祉
係
▽
立
花
支
所（
☎

２
３
・
４
９
３
２
）▽
上
陽
支
所（
☎
５
４
・

２
２
１
８
）▽
星
野
支
所（
☎
５
２
・
３
１

１
３
）▽
矢
部
支
所（
☎
２
４
・
９
１
４
２
）

◦
実
施
事
業
所
＝
一
般
社
団
法
人 

日
本

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
推
進
協
会

一
定
期
間
を
通
し
て
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
教
室
で
す

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
参
加
者
募
集

地区 会場 開催日 初回開催日 時間

八女 八女文化会館 第2・4金曜日 6月10日 10:00～11:30

立花 かがやき 第1・3火曜日 6月17日 13:30～15:00

黒木 ふじの里 第2・4火曜日 6月14日

10:00～11:30上陽 農業活性化センター 第1・3火曜日 6月17日

星野 そよかぜ 第1・3金曜日 6月13日

矢部 矢部公民館 第2・4火曜日 6月14日 13:30～15:00

◦開催日時・会場

　最近「もの忘れが気になる」と心配して
いる人を対象に、簡単な認知機能の検査と
認知症専門医（筑水会病院）による検診を
行います。結果に応じて相談対応や専門医療機関の
紹介を行います。
◦日時＝７月11日㈪ 14 時～ 16 時（所要時間＝１時
間程度）。なお、新型コロナウイルス感染症対策のた
め、受付時間を分けます。詳細については申し込み
後に案内します。
◦会場＝上陽地区（農業活性化センター）
◦参加費＝無料
◦対象者＝おおむね 65 歳以上の「もの忘れ」が気
になる人で認知症専門医療機関を受診していない人
◦定員＝ 10 人
◦申込期間＝６月1日㈬から（先着順。定員になり
次第締め切り）
◦申込方法＝電話で受け付け
◦今後の開催日程＝立花地区（９月）、星野地区（11
月）、黒木地区（令和５年 1 月）、八女地区（令和 5
年 3 月）
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課地域包括支援係（☎
24・9466)

ものわすれ予防検診（上陽地区）

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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クックパッドの「八女市の
キッチン」で、過去に紹介
した「八女はおいしい」の
メニューを紹介していま
す。ご活用ください。

彩りサラダ　ヨーグルトドレッシング和え

【作り方】
①ブロッコリーは小さめの小房に分けて茹で、ざるにあ
げて冷まし、ペーパーで水気を取っておく。
②プロセスチーズとパプリカは１㎝角に、プチトマトは
くし形に 4 つに切る。アーモンドは粗刻みにする。
③Aのヨーグルトドレッシングの材料をしっかり混ぜ
る。
④アーモンド以外の材料を③のドレッシングで和え、
器に盛り付け、アーモンドをのせる

～６月は食育月間です。職場や家
族、お友だちと普段の食事について
ふりかえってみましょう～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カルシウム
食物繊維
食塩相当量

142kcal
5.5g

10.9g
7.1g

104mg
2.9g
0.8g

1人分あたりの栄養価

　ヨーグルトのドレッシングでさっぱりと食べられるサラ
ダです。発酵食品と野菜（食物繊維の豊富な食品）を
一緒に取ることでおなかの中の善玉菌を増やし腸内環境
を整えてくれます。

【材料】4人分  調理時間の目安＝20分
ブロッコリー…200ｇ（3/4株）、プロセスチーズ…30ｇ、
パプリカ（黄）…1/3個、トマト小…1個（50ｇ）、
アーモンド（素焼き）…15ｇ

《ヨーグルトドレッシング》Aプレーンヨーグルト…
80g、菜種油…大さじ２、米酢…大さじ1・1/3、きび砂
糖…小さじ1/2、塩…小さじ1/3、洋こしょう（白）…少々
　※太字は八女産食材

　健康づくりの3本柱「栄養・運動・休養」
について学ぶ食育アドバイザー（食生活改
善推進員）の養成講座です。講義や実習を
通して健康づくり・仲間づくりをしませんか。
◦日時＝7月～ 10月の全8回（第2火曜日、第
4木曜日もしくは第5木曜日の午前中）
※初回は7月12日㈫10時～ 12時（受付、健
康チェック ９時30分～９時50分）
◦対象者＝69歳までの全講座受講可能な人
◦定員＝15人程度（先着順）
◦会場＝かがやき（立花）
◦参加費＝無料
※調理実習の回は別途料金が必要です。
◦申し込み期間＝6月6日㈪～ 6月24日㈮
◦申し込み・問い合わせ＝健康推進課　保
健指導係（☎23・1352）
※申し込みをした人には、詳細を
通知します。

食育アドバイザー養成講座
 受講生募集！～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい

ご意見記入欄　　　（八女市広報R4.6.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
等
の
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型

肥
満
）、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異

常
の
状
態
を
早
い
段
階
で
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
う
ち
、
国
の
特
定
健
診
受

診
率
目
標
は
60
％
で
す
が
、
八
女
市

の
特
定
健
診
受
診
率
は
目
標
よ
り
低

い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
重
症
に
な
ら
な
い

と
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
気
づ
か
な
い
ま
ま
放

置
す
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
血
管
を
傷
つ
け
、
硬
く
な
っ
た
り
、

も
ろ
く
な
っ
た
り
と
い
う
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
し
、
心
臓
病
や
脳
血
管

疾
患
、
腎
臓
病
な
ど
を
招
く
怖
い
病

気
で
す
。

　

毎
年
健
診
を
受
け
、
自
分
の
か
ら

だ
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　　

自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
病
気
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
定
期
的
な

健
診
で
健
康
状
態
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
が
ん
は
、
２

人
に
１
人
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
が
ん
は
、
無
症
状
で
あ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
症
状
が
な

く
て
も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。

◦予約方法
予約専用電話☎２
３・１１６７または☎
２４・９０３９で予
約してください。

住民健診が始まります！
～年に１度の住民健診を受けましょう～

年度 令和元年度 令和 2 年度
令和 3 年度

（令和４年３月末時点）
対象者数（人）

（40～74歳の国民健康保険加入者）
12,194 12,159 11,998

特定健診
受診者数（人） 4,983 4,639 4,725

受診率（％） 40.9 38.2 39.4

県内順位（60 市町村中） 22 位 19 位 －

■八女市特定健診受診率

健診（検診）の種類 　対象者（令和 4 年 3 月31日時点の年齢）自己負担金
特定健診 40 歳～74 歳の国民健康保険加入者 500 円

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療保険加入者 500 円
20 歳代・30 歳代健診 20 歳～ 39 歳の人 500 円
肝炎ウイルス検診 40 歳以上の人 無料（※ 1）

結核検診 65 歳以上の人 無料
肺がん検診 40 歳以上の人 無料（※ 2）

胃がん検診 40 歳以上の人 500 円
大腸がん検診 40 歳以上の人 500 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 500 円
子宮頸がん検診 20 歳以上の女性 500 円

乳がん検診 40 歳以上の女性 500 円
※ 1＝肝炎ウイルス検診は、過去に受診したことがある人は受診できません。
※ 2 ＝肺がん検診で、痰

たん

の検査が必要な場合は自己負担金 500 円が必要になります。

■令和 4年の住民健診（検診）メニュー
＊健診（検診）の内容・予約方法については、「広報八女５月１日号」と併せ
て配布している「令和４年度住民健診ガイド本」をご確認ください。

   住民健診は「健康ポイント」、「まちのコイン」対象事業です。
住民健診は体調が良いときに受けましょう。

八
女
市
特
定
健
診
受
診
率

健康だより ★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

健 康 コ ラ ム

20 歳 代 ･30
歳代健診は、
今 年 度 か ら
安 く な り ま
した！

◦予約期間
前期日程（6月～8
月受診分は5月11
日から受付中）・後
期日程（9月～11
月受診分は7月1
日～受付開始）

「
生
活
習
慣
病
」
も
「
が
ん
」

も
定
期
的
な
健
診
が
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す

特
定
健
診
と
は
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…健診日です。詳しくは住民健診ガイド本
　（広報八女5/1号折込）をご確認ください。

小学校就学前
の成長発達面に
不安がある人が対象で
す。※電話予約
問子育て支援課こども
未来係（☎24・8282）

乳幼児心理相談心理士による
　　こころの相談

気軽にご相談ください心理士相談 【要予約】

市内在住の人が
対象です。
6月15日㈬ 13:30～15:30
／八女市立図書館
問健康推進課保健指導
係（☎23・1352）

市の催しについてはホームページで確認、そのほ
かについてはお問い合わせください。催しへの来
訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

健

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料
不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

住民健診

子

　マタニティさん集まれ♪◦
「妊娠中のおっぱいケア」
10:00 ～／託児あり
／みらい広場
牛乳パック工作◦
13:30 ～15:30
／多世代交流館／定員6人
／問22・2257

牛乳パック工作◦
13:30 ～15:30
／多世代交流館／定員6人
／問22・2257

立花自然と歩こう会
7:30 ～／旧辺春小学校
集合／問白鳥さん☎37・
0038

小・中学校
体育施設利用者の会
13:30 ～福島中校区
14:15 ～西中校区
15:00 ～南中校区
15:45 ～見崎中校区・上陽
北汭学園／問八女市総合
体育館☎24・1230

八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

み

　パパママ集まれ！◦
「歯のはなし」
10:00～12:00／みらい広場

み

住民健診

【休日当番薬局】日曜日・祝日に開
いている薬局を、八女筑後薬剤師
会 のホームページ（http://ycpa.
info）で確認することができます。

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　　　　　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　　　　 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【6月】5㈰ ・19㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【6月】12㈰・26㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

6月の在宅医当番表
※変更になっていることがありますので確認してください。

✚

6月5日（日）

中野内科循環器科（吉田）  25・3010

辺春診療所（立花町） 36・0010

大津歯科医院（筑後市）           0942・53・1153

吉田眼科医院（筑後市）          0942・54・1888

6月12日（日）

なかしま胃腸科（蒲原） 25・6200

林医院（立花町） 23・5557

山下いさみ歯科医院（筑後市）   0942・53・7864

6月19日（日）

八媛病院（本） 22・4176

原医院（黒木町） 42・0336

姫野歯科医院（広川町） 32・0155

宮城耳鼻咽喉科クリニック（筑後市） 0942・52・8733

6月26日（日）

城戸医院（鵜池） 23・5303

角整形外科医院（黒木町） 33・2121

高橋歯科医院（本町） 24・3991

辺春ホタルまつり
問辺春ホタルまつり
実行委員会

（☎36・0285）

田代ホタル祭り
問黒木支所
まちづくり推進係

（☎42・1112）

中止となった催し（6月）
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見やすいところに貼って活用してください。

健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

（保）…保健師（栄）…栄養士 …下記ヘ問い合わせ◦は要予約

新型コロナウイルスの
影響で中止・延期にな
る場合があります。

Check

健 み きピ 移 問･･･問い合わせ

健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども未来係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

移

子

子

6 月 イベントカレンダー

　4か月さん集まれ（1月生）◦
「産後ヨガ」10:00 ～
／みらい広場

　移動図書館の日
10:30 ～11:10 ／みらい広場

　すてきな誕生会◦
10:00～／きらきら

　はっぴぃバースデー◦
「山下照子さんのパネルシアター」
10:30～11：30／ピコロ

　ほんの森ぶっくるん
10:30～／きらきら

　わ・わ・WA!◦
「生け花フラワーアレンジメ
ント」10:00～／参加費500円
／きらきら

　すくすく子育て◦
「手形・足型アート」
10:00 ～／きらきら

　つくろうね◦
10:30～11：30「七夕製作」
／定員あり／ピコロ

　スペシャルday◦
10:30～11：30「高田先生の
しゃべり場」／定員あり
／ピコロ

　健康相談（保）
10:00 ～11:00 ／黒木支所
14:30 ～15:00 ／上陽支所 

　移動ひろば
10:00～13:00／室岡公民館 

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　移動ひろば
10:00～13:00／上陽公民館民館

　移動ひろば
10:00～13:00／長峰保育所育所

　移動ひろば
10:00～13:00
／長峰保育所

　移動ひろば
10:00 ～13:00
／東公民館

　移動ひろば
10:00 ～13:00
／矢部公民館

　乳幼児健診
10か月児（R3年8月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
3歳児（R1年5月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
1歳6か月児（R2年11月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
4か月児（R4年1月・2月生）
10か月児（R3年7月・8月生）
／ふじの里 

　乳幼児健診
4か月児（R4年2月生）
／やめっこ未来館

　子育て相談◦
9:30 ～ 10:30
／やめっこ未来館／母子健
康手帳・フェイスタオル持参

　子育て相談◦
9:30 ～ 10:30
／ふじの里／母子健康手
帳・フェイスタオル持参

　ベビーズクッキング◦
10:00 ～12:00
／やめっこ未来館／筆記用
具・離乳食冊子持参

　健康相談（保・栄）
10:00～11:00
／立花市民センター 

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00
／べんがら村 

　健康相談（保）
10:30 ～11:00 ／星野支所

　健康相談（保）
14:30 ～15:00 ／矢部支所

赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場

赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場

き健

健

健

健

健
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み
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　移動ひろば
10:00～13:00
／かがやき 

子 子

住民健診

住民健診

6月の催し
八女上陽ホタルと銘茶まつり
5月21日㈯～ 6月5日㈰
問八女市観光協会上陽支部

（☎54・2211）

八女観光サ
イトには、今
月のイベント
情報を掲載
しています。
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相談はお気軽にどうぞ

無料法律相談 【予約】
◦ 6 月16日㈭・7 月7日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 6 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 6 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 6 月24 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 6 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦6月20日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦6月1日㈬9:00 ～12:00 ／矢部公民館
◦6月1日㈬13:00 ～16:00
　／おりなす八女研修棟／ふじの里（黒
　木）／立花市民センター／地域福祉セ
　ンター（上陽）／星野支所
行政相談（総務課☎23・1224）
◦6月1日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦6月2日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月8日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所 2階
◦6月13日㈪ 13:30 ～ 15:30
　／立花市民センター 2階
◦6月14日㈫ 13:30 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月15日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月1日㈬、15日㈬、29日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦6月8日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月15日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）

◦6月22日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦6月10日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所 202会議室
◦6月23日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
定例税務相談会
◦6月13日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦6月20日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　☎0942・33・6215
こども相談室（家庭児童相談室） 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
精神保健福祉相談 【予約】
心配事は一人で考えず、専門家に相談
してください。精神科の医師や保健師
がこころに関する相談に応じます。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館（☎0942・30・0144）
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦ 平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087

消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦ 毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦ 平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談
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ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

場所が
変わり
ました
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第17 回 古本市第17 回 古本市

どんめくり

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

やぎたみこ／作  ブロンズ新社

絵とことばの組みあわせをたのし
むしかけ絵本。241種の組み合わ
せが楽しめます !

八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
★本館＝4日、11日、18日、25日　※いずれも土曜日14時～
　　　　25日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝4日㈯10時30分～

★6月のおはなし会　対象＝幼児～小学生

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

♥本館＝5日㈰、18日㈯  11 時～  2 階研修室
♥黒木分館＝ 25 日㈯  10時30分～  おはなしコーナー

♥6月のあかちゃんおはなし会　対象＝０～２歳児

♣6月の館内整理日（全館休館）は24日㈮
♣本館の休館日＝ 月曜、館内整理日
♣立花・上陽・矢部・星野分館の休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館の休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

　不要になった本を集めています。
　いただいた本は古本市にて販売し、収益
は読書啓発事業に役立てます。
　その収益金で、新しい本を購入し、八女市
立図書館へ寄贈しています。
◦受付＝八女市立図書館　本館カウンター
◦対象＝単行本・文庫本・新書本・ノベルス・
児童書・絵本・雑誌・コミック
※百科事典、全集、傷みが激しい本はお受け
できません。
◦問い合わせ＝まなびっと八媛（八女市立
図書館内☎22・2504）

布えほん製作ボランティア「ふわふわ」作品展布えほん製作ボランティア「ふわふわ」作品展

　布えほん製作ボランティア「ふわふわ」の令和 3 年度作品を
展示します。
◦期間＝ 6 月1日㈬～ 17日㈮　
※展示の作品は、6 月18日㈯から予約・貸し出しできます。

オフィシャルサイトオフィシャルサイト
https://orinasuyame.jp

☎ 22・5332☎ 22・5332

◦日時＝6 月19日 ㈰
　開演 15:00（開場14:15）
◦会場＝ハーモニーホール
◦入場料＝〈全席自由〉 
　一般 2,000 円／友の会1,500 円
◦後援＝九州ギター音楽協会
◦マネジメント＝
　フォレストヒル音楽工房

【演者紹介】
上野芽

め

実
み

＝ 2018 年 CD「ア
ントレ」をフォレストヒルレコー
ズよりリリース、レコード芸術誌特選盤に選ばれる。
森田莉

り

子
こ

＝今春、九州大学教育学部卒業。フランス最高
峰の超名門、パリ国立高等音楽院合格！

　上野芽実＆森田莉子
　　ジョイントコンサート

　仕事や子育てが一段落した
熟年夫婦の騒動をコミカルに
描きながらも ホロリとする、
終活について考えさせられる
ドラマ。
◦監督＝香月秀之 
◦出演＝橋爪功、高畑淳子、剛
力彩芽、松下由樹、水野勝 ほか
◦日時＝ 7月1日 ㈮  3 回上映（開場30分前）
　（1回目）11:00～  （2回目）14:00～  （3回目）18:30～
◦会場＝はちひめホール
◦入場料＝〈全席自由〉 一般（前売1,200円／当日1,400
円）、障がい者・介助者／高校生以下（当日券のみ）600 円
◦問い合わせ＝「八女で映画をみる会」
　　　　　　　平井さん（☎ 090・5473・9968）

 「お終活 熟春！人生、百年時代の過ごし方」
バリアフリー（日本語字幕、音声ガイド付き）上映

おりなすシアター

チケット
発売中
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　藤の花の開花に
先駆けて、4 月 15
日㈮に「藤の花神
酒召せの式典」が
黒木町素

す

盞
さ

嗚
のお

神社
で行われました。
　「 黒 木 の 大 藤 」
は樹齢 600 年以上
と言われ、国の天
然記念物に指定されています。
　式典は規模を縮小して行われ、三田村市長らが
藤の花の根本にお神酒を注ぎ、藤の開花を願いま
した。例年この時期には「八女黒木大藤まつり」
が開かれ、多くの人で賑わいますが、新型コロナ
ウイルスの拡大防止のため、今年も中止となりま
した。素盞嗚神社境内には今年 3 月に地面から
50cm の高さに遊歩道が新設されました。手を伸
ばすと大藤の紫色の鮮やかさや、優しく甘い藤の
香りが感じられます。

※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

藤の花の良好な生育を願って
　5 月2 日 ㈪、第59
回献茶祭が黒木町
笠原の霊巌寺で行わ
れ、茶業関係者や県
知事など約30 人が
参列しました。
　八女茶は約600 年
前、霊巌寺を建立し
た栄林周瑞禅師が中国から持ち帰った茶の種子を鹿子
尾村の庄屋、松尾太郎五郎久家に与え、栽培や製茶法を
伝えたのが始まりとされています。式では松尾太郎五郎
久家の子孫、章三郎さんが栽培した新茶を、皇風煎茶礼
式の平島光宣総師範が入れ、霊巌寺の日種明道住職によ
り仏前に献上されました。主催者の三田村市長は「令和
5 年度は、全国茶品評会が福岡県で開催され、八女茶発
祥600 年という大きな節目を迎えます。八女茶がさらに
飛躍できるよう、取り組みを進めていきます」とあいさつ
しました。

八女茶の祖に節目の年の飛躍を誓う

べ
ん
が
ら
村
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
！
　

ビ ア レ ス ト ラ ン
「 ガ ーデ ンデ ィッ
シュ」では地元の
新 鮮 野 菜 と 畜 産
品を中心としたメ
ニューをご用意

クラフトビール醸造
所「八女ブルワリー」
で は 地 域 特 産品を
使ったクラフトビー
ルを楽しめます

子どもたちに大人
気のふわふわドー
ムやマルシェを開
催する広場があり、
1 日中楽しめます

バルーンセレモニーの様子

　
八
女
市
健
康
増
進
施
設「
べ
ん
が
ら
村
」

が
４
月
21
日
に
1
年
間
の
時
を
経
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
23
、
24

日
に
は
オ
ー
プ
ン
記
念
の
べ
ん
が
ら
マ
ル

シ
ェ
」
が
、
24
日
に
は
オ
ー
プ
ン
記
念
の

バ
ル
ー
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
べ
ん
が
ら
村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
と
畜
産
品

を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
四
季
折
々

の
八
女
を
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
「
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ｅ
八
女
テ
ラ
ス
」
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の

醸
造
体
験
ブ
ー
ス
、今
大
人
気
の
ロ
ウ
リ
ュ

ウ
を
導
入
し
た
サ
ウ
ナ
を
完
備
し
た
天
然

温
泉
を
楽
し
め
ま
す
。
屋
外
に
は
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
す
る
広
場
や
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
の
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な
ど
を
新
設
し
、

年
間
を
通
し
て
家
族
や
仲
間
た
ち
と
何
度

も
訪
れ
た
く
な
る
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
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　第７回目の八女新茶
まつり（同実行委員会
主催）が、５月４日㈷、
八女伝統工芸館駐車
場・鉄道記念公園で行
われました。晴天に恵
まれ、会場には市内の
茶業者や飲食店 13 店舗が並びました。また、絣の
着物をまとった茶娘の皆さんが来場者に新茶を接待
し、今年出来たてのおいしい新茶を味わってもらいま
した。八女茶娘クイーンコンテスト、和太鼓やダンス
などさまざまなステージイベントや、お茶のテイスティ
ング体験が行われ、会場は大いに賑わいました。

からあげグランプリ金賞受賞報告
　市内で営業してい
る本氣のからあげ（株
式会社アオキ）の青
木秀信社長らが、4 月
26 日㈫に市役所を訪
問し、三田村市長に（一
社）日本唐揚協会主催
のからあげグランプリ西日本しょうゆダレ部門での
金賞受賞報告を行いました。昨年 4 月に開業した
同店は、からあげグランプリに初エントリーして初
受賞しました。同店の城戸さんは「大分県などの有
名店が数いる中で金賞を取れ、応援いただいたこと
に感謝。キッチンカーで各地に出向き、愛情もって
多くの人に届けるとともに、コロナ禍の世の中に唐
揚げの美味しさで元気を与えたい」と話しました。

出来は上々、新茶の初入札会
　4 月 18 日 ㈪、JA
全農ふくれん茶取引
センターで、令和 4
年度新茶の初入札
会が行われ、県内の
茶商や卸業者など約
30 社が参加しまし
た。参加した茶商ら
は、外観・水色・香り・味を基準に、出品された茶
葉 1 点 1 点を五感を研ぎ澄ませ吟味し、入札を行い
ました。今年の初入札会は、76 点、1519.8kg が出
品、取り引きされ、最高値は 1kg 当たり10 万円の値
が付き、平均価格は 8,077 円と昨年を上回りました。
同センターの桐明場長は、「今年は冬季にしっかりと
冷え込み春の気候も良く、茶の成育サイクルが良かっ
たため、総合的にはレベルの高い茶葉が出揃った」
と話しました。

人気絵本作家のトークライブ
　絵本作家として有名
な宮西達也さんを招き、
おりなす八女で「にゃー
ごのやさしさ、ティラ
ノのおもいやり」と題
しトークライブが行わ
れました。絵本の読み
聞かせでは、作品に込められた思いやエピソードを交
えながら、読書の楽しさ・絵本の大切さを話しました。
　また、「猫が◯◯してるところ」というお題で子ど
もたちに希望を聞いてその場で描きました。現在八女
市立図書館本館の児童コーナーに展示しており、思
わずほほえんでしまういろんなポーズの猫たちが、み
なさんをお待ちしています。

石橋家のお墓を守る

取れたての新茶をどうぞ

国際交流の推進の一助に
　4 月 14 日㈭ に「(一
社) 八女国際交流協会」
の皆さんから、「国際交
流の推進」のために、
昨年 10 月２日に開催さ
れた「やめいろ for the 
future」の収入金を寄附いただきました。同法人は、
八女の子どもたちの国際交流の推進と八女の伝統文
化の魅力を海外へ発信していくことを目的として活
動しています。寄附金を受け取った三田村市長は、

「子どもたちに国際感覚を持ってほしい。そういった
事業に使っていきたい」と感謝を述べました。

   黒木町に縁ある文
芸評論家、石橋忍月・
山本健吉親子が眠る
無量寿院（西古松町）
で 5 月 7 日㈯、恒例
の黒木文化連盟によ
る墓掃除が行われま
した。落葉などを掃き、花を飾り、会員の皆さんは
手を合わせて故人を偲びました。
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■
市
県
民
税
を
納
め
る
人

　

令
和
4
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

◦
市
内
に
居
住
し
、令
和
3
年
中
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
っ
た
人

◦
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、市
内
に
事
務

所
、事
業
所
、家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
人

※
退
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
収
入
が
な
く
て

も
、
令
和
３
年
中
に
所
得
が
あ
れ
ば
課
税
対

象
で
す
。

■
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

◦
令
和
3
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

◦
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、生
活
保
護
法
の

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

◦
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、障
害
者
、未
成

年
、寡
婦
ま
た
は
ひ
と
り
親
で
、令
和
3
年
中

の
合
計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
人

◦
令
和
3
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
算

式
で
求
め
た
額
以
下
の
人
【
算
式
＝
28
万
円

×（
本
人
＋
同
一
生
計
配
偶
者
＋
扶
養
親
族

数
）＋
16
万
８
千
円（
※
）＋
10
万
円
】

※
同
一
生
計
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い

る
場
合
の
み
、
16
万
８
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

■
納
め
る
方
法

　

納
税
方
法
は
、
主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
普
通
徴
収（
納
付
書
払・口
座
振
替
）＝
事

業
所
得
者
、
短
期
労
働
者
な
ど

　

納
税
通
知
書
兼
納
付
書
に
よ
り
、
年
税
額

を
４
回
の
納
期
（
令
和
4
年
６
月
、
８
月
、

10
月
、
令
和
5
年
１
月
）
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。「
口
座
振
替
」
に
す
る
と
便

利
で
す
。

◦
給
与
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）＝
給
与
所

得
者

　

年
税
額
を
12
回
（
令
和
4
年
６
月
～
令
和

5
年
５
月
）
に
分
け
、
給
与
か
ら
差
し
引
い

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
県
民
税
を
給

与
天
引
き
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
勤
務

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
年
金
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）＝
公
的
年

金
受
給
者

　

年
税
額
の
う
ち
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県

民
税
額
は
、
年
金
支
給
月
の
６
回
（
令
和
４

年
４
月
～
令
和
５
年
２
月
）
に
分
け
て
、
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
年
金
特
別
徴
収
の
対
象
者
＝
次
の
①
～
④

す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
満
65
歳
以

上
の
人
（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
対
し
て
市
県

民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
、
老

齢
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人

④
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
人

　

年
金
特
別
徴
収
が
今
年
度
か
ら
開
始
、
ま

た
は
再
開
さ
れ
る
人
は
、
次
に
記
載
の
納
付

方
法
と
な
り
ま
す
。
自
身
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
市
県
民
税
納
税
通
知
書

で
確
認
く
だ
さ
い
。

公的年金からの特別徴収
4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

前年度分の公的年金等に係る所得割額
と均等割額の合算額（年税額）の 2 分の
1に相当する額を３回に分割して徴収

今年度対象年税額から 4、6、8 月の仮
徴収額を差し引いた残額を 3 回に分割
して徴収

普通徴収 公的年金からの特別徴収
6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

今年度対象年税額の2 分の1相
当額を2回に分割して徴収

今年度対象年税額の残りの 2 分の1相当額を 3
回に分割して徴収

▼年金特別徴収が今年度から開始または再開される人

▼年金特別徴収が前年度から継続している人

　

令
和
4
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
9
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納

税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
県
民
税
が
課

税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

令
和
4
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

　

令
和
３・４
年
度
八
女
市
競
争
入
札

参
加
資
格
登
録
を
し
て
い
な
い
市
内

業
者
で
、
登
録
を
希
望
す
る
業
者
の

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
申
請
要
領

や
様
式
は
６
月
１
日
㈬
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◦
登
録
有
効
期
間
＝
令
和
４
年
10
月

１
日
～
令
和
５
年
９
月
30
日

◦
対
象
＝
八
女
市
内
に
本
社
を
有
す
る

業
者
お
よ
び
八
女
市
内
の
支
店
・
営
業

所
等
に
年
間
委
任
す
る
業
者

◦
申
請
受
付
期
間
＝
７
月
15
日
㈮ 

～

７
月
29
日
㈮ （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦
審
査
期
間
＝
７
月
１
日
㈮ 

～
７
月

14
日
㈭ （
土・日・祝
日
を
除
く
）

◦
審
査
に
必
要
な
書
類
＝
①
経
営
事
項

審
査
結
果
通
知
書
の
写
し
（
工
事
の
み

／
令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
有
効
な
も

の
）、
②
国
税
、
県
税
の
滞
納
の
な
い
証

明
（
※
本
店
が
八
女
市
外
に
あ
る
場
合

は
、
本
店
所
在
地
の
市
町
村
民
税
に
か

か
る
滞
納
の
な
い
証
明
が
必
要
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
契
約
係
（
☎

２
４・８
０
２
０
）

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
申

請
（
追
加
受
付
）
に
つ
い
て

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
を
し

て
い
る
市
内
業
者
の
人
は
、
中

間
年
の
資
格
審
査
を
行
い
ま
す

市
内
業
者
の
皆
さ
ん
へ
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「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
食
生
活
を
通
し
て
、
健
や
か
な
心
と
体
を
作
り
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
も
の
で
す
。
一
人
一
人
が
次
の
5
つ
の
項
目
を
実
践
し
て
、健
康

で
元
気
に
生
活
で
き
る
期
間「
健
康
寿
命
」の
延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

①
積
極
的
に
健
康
診
査
を
受
け
ま
す

②
生
涯
に
わ
た
り
、
健
全
な
生
活
習
慣
を
実
現
し
ま
す

③
市
民
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
ま
す

④
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま
す

⑤
地
域
で
支
え
合
う
絆
と
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
す

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
自
宅
で
で
き
る
体
操
を
ラ
ジ
オ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
体
操
な
ど
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

八
女
市
は

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」を
し
て
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言

■ＦＭ八女ラジオ体操放送
◦放送時間＝①6時55分、②8時00分（①
は毎日、②は月～金曜）
◦放送チャンネル＝ＦＭ八
女（80.1MHz）。ラジオは
自動起動しませんので手動
でスイッチを入れてお楽し
みください。

■自宅で簡単にできる筋力アップ運動
　高齢者向けの自宅でできる筋力アップ
の簡単な運動です。ホームページでは八
女市のイメージソング「愛の棲む街」や
八女市応援ソング「希望のふるさと」に
あわせた健康体操の動画を公開していま
す。また、動画の DVDも貸し出
しています。

　新型コロナウイルスワクチン 4 回目接種の実施につ
いて国から方針が示され、八女市でも国の方針に基づ
き、令和 4 年 7 月から接種が開始できるよう準備を進
めています。
　４回目接種は、新型コロナウイルス感染症の重症化
リスクが高い人の重症化予防を目的として実施します。
◦対象者＝① 60 歳以上の人、② 18 歳以上 60 歳未満
で基礎疾患を有する人・その他重症化リスクが高いと
医師が認める人
◦接種間隔＝3 回目接種日から5 か月以上経過後

（対象者・接種間隔等については、国でさまざまな情報
を収集しながら引き続き検討されます）
◦基礎疾患の範囲＝（１）以下に示す病気や状態の人で、
通院または入院している人
・慢性の呼吸器の病気
・慢性の心臓病（高血圧含む）
・慢性の腎臓病
・慢性の肝臓病（肝硬変等）
・インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気
を併発している糖尿病
・血液の病気（鉄欠乏性貧血除く）
・免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍含む）
・ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受け
ている
・免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患

・神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた
状態（呼吸障がい等）
・染色体異常
・重症心身障がい（重度の肢体不自由と重度の知的障
がいとが重複した状態）
・睡眠時無呼吸症候群
・重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、
精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自立
支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当
する場合）や知的障がい（療育手帳を所持している場合）

（２）基準値（BMI30 以上）を満たす肥満【BMI ＝
体重（kg) ÷身長（m）÷身長（m）。BMI30 の目安＝
身長170㎝で体重約87㎏、身長160㎝で体重約77㎏】
◦使用するワクチン＝ファイザー社製ワクチン、モデル
ナ社製ワクチン
◦接種費用＝無料（全額公費負担）
◦接種券発送時期＝6 月下旬から接種可能な時期が近
づいた人に順次発送予定（基礎疾患を有する人等の接
種券発行は申請が必要になる可能性があります）
◦接種開始時期＝7 月から順次開始予定（令和 4 年
2 月に接種した人は令和 4 年 7 月以降接種できます）。
　接種券発送時期および接種開始時期の詳細について
は、決まり次第ホームページ等でお知らせします。
◦問い合わせ＝健康推進課新型コロナウイルスワクチ
ン接種係（☎ 23・1201）

新型コロナウイルスワクチン接種　ー 4 回目接種のお知らせー
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児童手当の「現況届」の提出が
原則不要になります

　現況届とは、毎年 6 月1日の状況を把握し、6 月
分以降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童の
監督や保護、生計同一関係など）を満たしているか
どうかを確認するためのものです。
　令和 4 年度からは、児童の養育状況が変わって
いなければ、現況届の提出が不要になります。ただし、
下記に該当する人は現況届の提出が必要です。
◦現況届が必要な人＝①離婚協議中で配偶者と別
居し、児童手当を受給している人、② DV 等の理由
により、住民票の住所地が八女市と異なる人、③監
護している児童と別居している人、④その他、市か
ら現況届提出の案内があった人
　届け出が必要な人へは 6 月10日㈮に「現況届の
ご案内」を発送する予定です。内容を確認し、必要
事項を記載して提出してください。現況届の提出が
ない場合は、6 月分以降の手当を受け取ることがで
きなくなります。
◦提出期限＝6 月30日㈭
◦提出方法＝案内書同封の返信用封筒で提出くださ
い（直接持参もできます）。なお、児童の父母等が
児童を養育している場合、児童手当は原則として令
和３年中の所得が高い人が受給者となります。また、
児童の養育者の所得が所得上限限度額を超えた場
合は、特例給付を支給できなくなりました。詳しく
はホームページをご確認ください。
◦問い合わせ＝子育て支援課こども支援係（☎ 24・
9342）

　八女市教育委員会では、さまざまな支援を必要と
するお子さんの教育的ニーズに応じた学習の場を提
供しています。例えば、自分では一生懸命に取り組
んでいるつもりなのに、うまくできなくて困っている
子どもたちの入学に際し、保護者が抱える不安や悩
みを聞き、適切な学習の場や支援の方法を一緒に考
えます。子どもたち一人一人が、楽しい学校生活を
送れるよう、遠慮なくご相談下さい。
◦相談期間＝8月1日㈪～8月31日㈬９時～16時（8
月15日を除く）※今年は期間を１か月間設けていま
す。また、設定期間以前でも受け付けますので、早め
にご相談下さい。
◦問い合わせ＝八女市教育委員会（☎ 23・1954）

就学相談会
　小学校入学に向けて、
　困っていることはありませんか？

心と体の発達教育相談

　お子さんの養育面に関する保護者の悩みや心配
事に対して、教育・福祉等の各専門家が個別相談
に応じ、適切なアドバイスをします。
◦日時＝7 月29日㈮ 13 時 30 分～16 時 30 分
◦会場＝福岡県教育庁南筑後教育事務所（筑後市
大字和泉 423）
◦申込期限＝6 月30日㈭
◦問い合わせ＝八女市教育委員会（☎ 23・1954）

◦
猫
の
適
正
飼
養
に
努
め
ま
し
ょ
う
＝
猫
の
フ
ン
尿
や
鳴
き
声
、
農

作
物
の
被
害
な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
猫
を
地
域
の
嫌
わ
れ

も
の
に
し
な
い
た
め
に
も
、
適
正
飼
養
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
＝
市
で
は
、
福
岡
県
と
一
体
と
な
っ
て
「
地

域
猫
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
起
こ

す
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
不
妊
・

去
勢
手
術
や
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
に
、
餌
や
り
・
ト
イ
レ
の
管
理
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

猫
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
不
妊
去
勢
手
術
に
よ
り
一
代
限
り

の
生
を
全
う
さ
せ
、
数
年
か
け
て
地
域
か
ら
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

な
く
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◦
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
に
つ
い
て
＝
八
女
市
で
は
、（
公

財
）
ど
う
ぶ
つ
基
金
が
実
施
す
る
「
さ
く
ら

ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
に
行
政
枠
と

し
て
登
録
し
、
動
物
愛
護
団
体
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
「
さ
く
ら

ね
こ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
（
※
）」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

繁
殖
を
抑
制
し
、「
地
域
の
猫
」「
さ
く
ら
ね

こ
」
と
し
て
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
関
わ

る
苦
情
や
、
殺
処
分
の
減
少
に
寄
与
す
る

活
動
で
す
。
関
心
の
あ
る
人
は
、
次
の
動
物

愛
護
団
体
ま
た
は
、
環
境
課
も
し
く
は
各

支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

関
係
動
物
愛
護
団
体
＝
▼
お
ち
ゃ
ね
こ
八
女
（
☎

０
９
０・
９
５
６
５・
６
５
１
６
）
▼
黄
色
い
ね
こ
じ
ゃ
ら
（
☎

０
９
０・２
７
１
３・２
１
１
２
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課（
☎
２
３・１
４
６
２
）、
黒
木
支
所
生
活
福

祉
係（
☎
４
２・１
４
６
３
）、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
▽
立
花
支
所

（
☎
２
３・４
９
３
２
）▽
上
陽
支
所（
☎
５
４・２
２
１
８
）▽
矢
部
支

所（
☎
２
４・９
１
４
２
）▽
星
野
支
所（
☎
５
２・３
１
１
３
）

人
と
猫
が
一
緒
に
生
き
て
い
く
た
め
に

※ TNRとは＝ T（Trap/
捕獲）し、N（Neuter/
不妊去勢手術）を行い、
R（Return/ 元の場所に
戻す）、その印として耳
先をさくらの花びらのよ
うにV字カットすること。
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市
で
は
、
男
女
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社

会
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
自
分
ら

し
い
生
き
方
や
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

募
集
作
品
＝
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で

「
個
性
が
輝
く
」を
テ
ー
マ
と
し
た
川
柳

⃝

応
募
資
格
＝
八
女
市
に
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

⃝

募
集
期
限
＝
６
月
30
日
㈭ 

※
必
着

⃝

応
募
方
法
＝
作
品
を
記
載
し
た
用
紙（
様

式
は
自
由
）
に
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、持
参
、郵
便
、フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
。

⃝

注
意
事
項
＝
①
応
募
作
品
は
一
人
３
点
ま

で
と
し
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
②
作
品
の
使
用
等
に
関
す
る
一
切
の
権

利
は
八
女
市
に
帰
属
し
ま
す
。
③
作
品
の

著
作
権
等
に
関
わ
る
問
題
が
生
じ
た
場
合

は
、
全
て
応
募
者
の
責
任
と
し
ま
す
。

⃝

表
彰
＝
入
賞
者
（
最
優
秀
賞
１
点
・
優

秀
賞
２
点
・
入
賞
５
点
）
に
は
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
し
ま
す
。

⃝

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同

参
画
推
進
係
（
☎
２
３・
１
３
１
４
、
N

２
２・２
１
８
６
／
Qdsuishinkakari@

city.yam
e.lg.jp

）

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

川
柳
募
集

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　これからの時期は、河川および水路等に設置さ
れている井堰・水門等による用水調整が行われ、
梅雨時期とも重なり、大雨による冠水・土砂崩れ
等の被害が懸念されます。
　今一度、井堰・水門等の点検整備をお願いしま
す。被害の中には、水門等が閉められたままの状
態によるものや、大量のごみが水路につかえ、流
れを阻害することにより発生するものもあります。
井堰・水門等の管理者は、降雨状況に注意し、適
切な管理をお願いします。
※大雨が予想される場合には、事前に井堰・水門
等は開けてください。場所によっては、閉めること
が必要なものもあります。用水時期も必要以上に
井堰・水門等を堰上げないようご注意ください。
◦問い合わせ＝第一整備室農林土木係（☎ 23・
1119）および各支所建設産業係

　八女市の移住定住支援事業を案内する仕事です。
業務の詳細・条件など、詳しくはホームページを参
照ください。
◦業務内容＝移住定住の相談窓口対応、補助金案
内、ホームページ更新
◦応募資格＝高卒以上、パソコン操作経験のある人、
ホームページ編集に興味のある人
◦任用期間＝令和 4 年 8 月1日～令和 5 年 3 月31
日（更新有り）
◦募集人員＝1人
◦受付期限＝6 月8日㈬ 
◦申込・問い合わせ＝定住対策課定住対策係（☎
24・8162）

八女市移住定住相談員を募集　大好評の C
コ ラ ボ

o-Lab 南仙「かえるカフェ×南仙塾ビ
ジネス講座」の第二期講座を 7 月からスタートしま
す。講座開始に先立って事業説明会を行います。
◦日時＝6 月19日㈰　14 時～15 時
◦申込・問い合わせ＝株式会社あわえ （担当：鶴ヶ
野／☎050・5472・0702／Qtsurugano@awae.
co.jp）

Co-Lab南仙
「かえるカフェ×南仙塾ビジネス講座」

井
い ぜ き

堰・水門等の適切な管理をお願いします青年サークル 「やめColors」
メンバー募集

　八女市在住または
八女市に勤務する18
歳～ 35 歳までの人
を対象に、青年サー
クルのメンバーを募
集します。レクリエー
ションや子どもたちと
の交流を通じて、青年相互の仲間づくりと情報交換
を行い、社会や地域への貢献を目的としています。
◦期間＝令和 4 年 6 月～令和 5 年 3 月
◦申込期間＝随時募集中
◦申込・問い合わせ＝社会教育課社会教育係（☎
23・1318）
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前
回
の
第
9
集
配
付
（
２
０
１
９
年
）

か
ら
約
3
年
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
を
は
じ
め

と
し
た
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
改
め
て
社
会
の
分

断
や
人
権
問
題
が
深
く
浮
き
彫
り
に
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、「
み
ん
な
一
人

一
人
違
う
か
ら
、
そ
の
違
い
を
大
切
に
し

合
っ
て
共
に
生
き
よ
う
」
と
す
る
意
識
が

以
前
に
も
増
し
て
広
が
り
、
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

冊
子
で
は
そ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化

を
考
慮
し
つ
つ
、
人
権
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
各
テ
ー
マ
別
に
日

常
を
切
り
取
っ
た
4
コ
マ
漫
画
で
表
現
し

ま
し
た
。

　　　

私
た
ち
み
ん
な
の
心
の
中
に
、
考
え

方
の
偏
り
や
、
先
入
観
に
よ
る
思
い
込
み

が
存
在
し
ま
す
。
思
い
込
み
が
、
自
分
で

も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
誰
か
に
ス
ト
レ
ス

を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
人
一
人
が
そ
の
こ
と
に
向
き
合
い
、

言
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
言
動
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

日
常
に
い
ろ
ん
な
「
気
づ
き
」
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
気
づ
き
が
、
人
権
感

覚
を
豊
か
に
し
、
誰
も
が
尊
重
し
合
え

る
社
会
を
築
く
た
め
の
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。

  

今
回
配
布
し
た
「
し
あ
わ
せ
の
架
け
橋
」

で
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ

る
人
の
人
権
な
ど
、
身
近
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
取
り
上
げ
て
お

り
、「
気
づ
き｣

の
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
演
題
＝
「
3
つ
の
壁
を
打
ち
破
ろ

う
～
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
学
ぶ

～
」

◦
講
師
＝
奥
田
均
さ
ん
（
近
畿
大
学

名
誉
教
授
）

◦
日
時
＝
7
月
5
日
㈫
18
時
開
場
・

19
時
開
演

◦
会
場
＝
八
女
市
民
会
館
お
り
な
す

八
女 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
参
加
無
料
・
申
込
不
要

◦
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

◦
託
児
あ
り
（
6
月
21
日
ま
で
に
要

予
約
）

※
後
日
、
申
込
者
限
定
の
録
画
配
信

予
定
あ
り
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
参
照
く
だ
さ

い
。

なな ぜぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

日
々
の
暮
ら
し
に「
気
づ
き
」を

　

全
て
の
人
の
人
権
が
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
願
い
、
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
が
共
同
で
、
人
権
啓
発

冊
子
「
し
あ
わ
せ
の
架
け
橋
」
第
10
集
（
下
画
像
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
5
月
に
各
世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
人
権

学
び
、
気
づ
き
、
心
豊
か
に

＜解説＞
「手伝っている」という発言の根っこには、「家事は女
性が主として行う仕事」という考えがあるのではない
でしょうか。このような無意識の思い込みが、私たち
の社会にはあふれています。

「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集

い
２
０
２
２
講
演
会
」
開
催

冊子の「女性の人権」ページより抜粋

「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
集
い
２
０
２
２
」

は
こ
ち
ら
か
ら
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■銅鏡づくり体験
　低融点合金で、ミニ銅鏡（三角縁神獣鏡）
をつくります。古代のものづくりを体感し
てみませんか。
◦日時＝ 6 月 4 日㈯ 10 時～ 12 時 30 分
◦定員＝ 15 人（要予約・先着順）
◦参加費＝ 800 円（オリジナル保存ケース付き）
◦対象＝どなたでも（小学3年生以下は保護者同伴）

■拓本体験
　拓本は凹凸のある立体的なものから、文
字や模様を写しとる技法です。その拓本を
学びオリジナルデザインのエコバッグを作ります。
◦日時＝ 6 月19 日㈰ 10 時～ 12 時
◦定員＝ 15 人（先着順・要申込）
◦参加費＝ 300 円
◦対象＝どなたでも（小学3年生以下は保護者同伴）

■七夕飾りを作ろう
　折り紙やモールなどを使って、色々な
七夕飾りを作り、それを笹に飾って持ち
帰りできます。
◦日時＝７月３日㈰ 10 時～ 12 時 
◦定員＝ 20 人（先着順） 
◦対象＝どなたでも（小学3年生以下は保護者同伴）
◦参加費＝ 300 円

いわいの郷体験イベント

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

「いわいの郷」歴史講座

「磐井の乱の実像と北部九州」
　「日本書紀」に基づけば、西暦 527 年
に継体天皇に「反乱」を起こしたとされる

「筑紫国造磐井」。北部九州やヤマト、朝鮮半島の当
時の状況を踏まえ、さまざまな歴史資料を駆使して
その実像に迫ります。
◦講師＝大高広和さん（九州国立博物館主任研究員）
◦日時＝ 6 月 25 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦定員＝ 40 人（先着順・要申込）
◦申込受付開始＝ 6 月1日㈬
◦対象＝どなたでも

※掲載のイベントについては、新型コロナウイルス感
染拡大状況により、中止や延期となる場合があります。

八女市スーパースクール
「ぐる～っと八女探検隊2022」参加者募集！

　自然豊かな環境の中で集団生活を行い、
さまざまな体験活動（海水浴、海洋カヌー、
大島探検、野外炊飯など）を行います。
◦対象＝市内在住または通学する小学5年～中学3年生
◦期日＝7 月29日㈮～ 31日㈰ ※２泊３日
◦定員＝50 人（定員を超えた場合は、抽選）
◦場所＝県立少年自然の家「玄海の家」
◦参加費＝ 3,500 円
◦申込期限＝６月７日㈫ 17 時まで
◦申込方法＝募集チラシ裏面の申込書を社会教育課

（平日のみ）または各公立公民館（平日・土曜日）に提出
※キャンプミーティング（事前説明会）を７月８日㈮
18 時から八女市総合体育館で行います。詳しくは学
校を通じて配付します募集チラシをご覧ください。
◦申込・問い合わせ＝社会教育課（☎ 23・1318）

「キラリ☆やめっ子サマーキャンプ」
参加者募集！

　自然いっぱいの大淵の棚田で、どろんこまみれの思
い出を作りませんか。みんなで丸鶏のローストチキン
やカレーの下ごしらえもして、田植えが終わればおい
しい昼食が待っています！
◦日時＝6 月26日㈰ 9 時 30 分～14 時（小雨決行）
◦集合場所＝げんき館おおぶち
◦募集定員＝20 人（要予約）
◦参加費＝大人 1,500 円、小学生以下 1,000 円（昼
食代、保険料込み）
◦持ち物＝汚れてもいい服、着替え、帽子、タオル、
水筒、雨具（田んぼに裸足で入るのに抵抗がある人は、
長靴や地下足袋、ハイソックスなど）。
◦申込方法＝代表者氏名・参加人数・連絡先を電話

（☎ 24・8217）またはメール（Qgenkikanoobuchi@
gmail.com) でお伝えください。

げんき館おおぶち事業
「どろんこ田植え＆アウトドア飯」

　市内の施設などを 1 泊 2 日で巡りながら、
八女市の魅力を発見します。
　今年のテーマは「八女の広さを感じなが
ら、仲間と思い出をつくろう！」です。新し
い仲間とも出会えるチャンスです。施設を見学した
後は、探検新聞を作成します。詳細は各学校を通し
て配付されるチラシをご覧ください。
◦日程＝ 7 月 21日㈭～ 7 月 22 日㈮
◦対象者＝市内在住または通学する小学 5・６年生
◦宿泊先＝げんき館おおぶち（黒木）
◦参加費＝ 3,000 円　　
◦募集人数＝ 30 人（先着順）
◦申込期間＝ 6 月1日㈬～６月１０日㈮
◦申込・問い合わせ＝社会教育課（☎ 23・1318）

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館 
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詳 細 は、
QR コード
をご確認
ください。
◦問い合わせ＝県
住宅供給公社

（☎092・781・8029）

　

美
し
い
歩
き
方
を
身
に

つ
け
て
、
自
信
を
持
っ
て
一

歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
▽
7
月
14
日
㈭
▽
7
月

21
日
㈭
▽
7
月
28
日
㈭
④
8
月

4
日
㈭ 

い
ず
れ
も
19
時
～
21
時

（
託
児
あ
り
※
要
予
約
）

◦
内
容
＝
歩
き
方
、
姿
勢
、
自
己

表
現
、
言
葉
遣
い
な
ど

◦
会
場
＝
べ
ん
が
ら
村
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ

テ
ラ
ス

◦
講
師
＝
永
野
貴
美
恵
さ
ん
（
ラ

ヴ
ィ
ア
ン
ロ
ー
ズ
）

◦
参
加
対
象
＝
八
女
市
に
在
住
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
お
り
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
し
た
い
女
性

◦
定
員
＝
先
着
16
人
（
6
月
1
日

㈬
か
ら
受
付
）

◦
託
児
＝
生
後
6
か
月
～
就
学
前

（
無
料
）

◦
申
込
方
法
＝
住
所
（
市
外
の
場

合
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
も
）・

氏
名
・
電
話
番
号
・
託
児
希
望
の

場
合
は
子
ど
も
の
名
前
、
性
別
、

年
齢
を
明
記
の
上
、「
女
性
の
た
め

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
と
書
い
て

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
①
持
参
②
電
話（
☎

◦
募
集
人
数
＝
4
人
程
度
（
男
女

そ
れ
ぞ
れ
2
人
程
度
）

◦
勤
務
期
間
＝
6
月
20
日
㈪
～
9

月
2
日
㈮

◦
申
込
締
切
＝
6
月
10
日
㈮

※
勤
務
期
間
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
（
☎
５
２
・
３
１

１
２
）

◦
期
日
＝
6
月
26
日
㈰
▽

受
付
＝
９
時
30
分
▽
実
技

＝
10
時
～
11
時
30
分

◦
対
象
者
＝
幼
稚
園
・
保
育
所
に

通
う
年
長
、
年
中
さ
ん
親
子

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
、
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

令
和
4
年
度
福
岡
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
水
泳
競
技
の
選
手
を
募
集

２
３・１
３
１
４
）
③
郵
送
（
〒
８

３
４
・
８
５
８
５
八
女
市
本
町
６

４
７
男
女
共
同
参
画
推
進
係
）
④

フ
ァ
ク
ス
（
O
２
２
・
２
１
８
６
）

⑤
電
子
メ
ー
ル（dsuishinkakari@

city.yam
e.lg.jp

）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画

推
進
係
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈮
17
時
30
分

～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
６
０
０
円
▽

会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

郷
土
に
伝
わ
る
昔
話
を

楽
し
む
お
は
な
し
会
「
八

女
ん
は
な
し
ば
き
い
て
い
か
ん
の
」

に
出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
募
集
開
始
＝
6
月
1
日
㈬

◦
募
集
人
数
＝
3
人
程
度

◦
日
時
＝
7
月
17
日
㈰
14
時
～

（
30
分
程
度
）

◦
会
場
＝
八
女
市
立
図
書
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
八
女
市
立
図
書
館
内
／
☎
２

２
・
２
５
０
４
）

し
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
期
間
＝
6
月
4
日
㈯
～
８
月
6

日
㈯
９
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

２
２
・
３
１
３
１
）

　

筑
後
国
主
田
中
吉
政
公

の
芝
居
舞
台
で
使
っ
た
、

甲
冑
や
兜
、
刀
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
本
物
に
見
せ
る
た
め
の
工
夫

や
舞
台
で
立
ち
回
り
を
す
る
た
め

に
、
軽
く
、
動
き
や
す
く
改
良
を

重
ね
て
で
き
上
が
っ
た
手
づ
く
り

の
甲
冑
で
す
。
入
場
無
料
。

◦
期
間
＝
６
月
4
日
㈯
～
７
月
10

日
㈰
9
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
）

◦
会
場
＝
民
俗
資
料
館
（
八
女
伝

統
工
芸
館
敷
地
内
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２
・

３
１
３
１
）

　

Ｕ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
ギ
タ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
演
奏
会
で
す
。

◦
日
時
＝
7
月
3
日
㈰
13
時
～

◦
会
場
＝
古
陶
星
野
焼
展
示
館

◦
曲
目
＝
星
に
願
い
を
、酒
よ
、糸
、

ひ
ま
わ
り
、
ほ
か

◦
入
場
料
＝
１
６
０
円
（
要
事
前

予
約
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
公

民
館
（
☎
５
２
・
３
１
１
５
）

　

八
女
地
方
竹
工
芸
の
一

つ
で
あ
る
「
八
女
す
だ
れ
」

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
す
だ

れ
と
共
に
い
草
・
籐と
う

な
ど
天
然
素

材
の
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
約
２
０
０

点
も
合
わ
せ
て
展
示
販
売
し
ま

す
。
入
場
無
料
。

◦
期
間
＝
6
月
11
日
㈯
～
7
月
3

日
㈰
9
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階

開
放
工
房

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

２
２・３
１
３
１
）

　

八
女
提
灯
協
同
組
合
会

員
自
慢
の
作
品
が
勢
揃
い

お知らせも
よ
お
し

星
野
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
管
理
・

監
視
人

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ポ
ー

ツ 

in 

八
女

第2回県営住宅
入居者募集

「
八
女
す
だ
れ
」展
示
会

星
野
公
民
館「
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

文
平
座 

舞
台
戦
国
甲
冑
展

新
作
八
女
盆
提
灯
展

福
岡
県
民
ア
マ
チ
ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

「
輝
く
あ
な
た
の
た
め
の
歩
き
か
た
講
座
」

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

教
室
・
講
座

郷
土
の
昔
話
お
は
な
し
会
出
演
者

募
　
集

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。
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し
ま
す
。

◦
日
に
ち
＝
８
月
21
日
㈰

◦
会
場
＝
筑
後
広
域
公
園
プ
ー
ル

◦
募
集
期
限
＝
６
月
30
日
㈭

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
（
小
学

生
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
）

◦
募
集
人
数
＝
▽
一
般
の
部 

制

限
な
し
▽
少
年
の
部 
35
人
※
希

望
者
多
数
の
場
合
は
各
個
人
の

記
録
に
基
づ
い
て
選
考
し
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
市
政
治
倫
理
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市

長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
議
員

か
ら
資
産
等
報
告
書
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

閲
覧
に
供
し
ま
す
。
閲
覧
を
希

望
す
る
人
は
、
総
務
課
（
市
役

所
本
庁
）
ま
た
は
議
会
事
務
局

（
立
花
庁
舎
）
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

◦
閲
覧
期
間
＝
6
月
15
日
か
ら

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
議

員
の
任
期
満
了
の
日
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
等
を
除
く
）

◦
閲
覧
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

◦
閲
覧
場
所
＝
▽
市
長
、副
市
長
、

教
育
長
の
資
産
等
報
告
書
→
総

務
課
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

▽
議
員
の
資
産
等
報
告
書
→
議

会
事
務
局
（
☎
２
３
・
４
９
２
２
）

　

八
女
で
映
画
を
み
る
会
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
事
業
と

し
て
戦
争
と
平
和
を
題
材
と
し

た
映
画
（
八
女
市
後
援
）
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。
収
益
金

は
人
道
支
援
金
と
し
て
寄
付
し

ま
す
。

◦
日
時
＝
6
月
4
日
㈯
①
11
時

～
②
14
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女 

は
ち

ひ
め
ホ
ー
ル

◦
料
金
＝
▽
前
売
券
１
２
０
０

円
▽
当
日
券
１
４
０
０
円

◦
主
催
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

で
映
画
を
み
る
会
平
井
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
４
７
３
・
９
９
６
８
）

　

6
月
1
日
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
税

証
明
書
が
変
わ
り
ま
す
。

▽
所
得
証
明
書
（
令
和
3
年
中

の
所
得
）

▽
課
税
証
明
書
（
令
和
4
年
度

の
課
税
）

▽
所
得
課
税
証
明
書
（
同
右
）

▽
納
税
証
明
書
（
令
和
4
年
度
）

※
過
年
度
の
証
明
書
を
希
望
す

る
人
は
、
本
庁
・
支
所
の
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
窓
口

サ
ー
ビ
ス
係（
☎
２
３・１
１
１
４
）

　

社
会
福
祉
士
に
よ
る
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
会
で
す
。
制
度
に
関
す

る
悩
み
を
お
持
ち
の
人
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
知
り
た
い
人
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
家
族
や
関
係
者
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。

◦
日
時
＝
6
月
15
日
㈬
①
13
時
②

14
時
③
15
時
（
各
1
人
）

◦
会
場
＝
星
野
支
所

◦
申
込
開
始
＝
6
月
1
日
㈬（
先

着
順
）

◦
開
催
予
定
＝
黒
木
地
区
8
月
▽

上
陽
地
区
10
月
▽
立
花
地
区
12
月

▽
八
女
地
区
2
月

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係
（
☎

２
４・９
４
６
６
）

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
。

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
6
月
20
日
㈪
9
時

～
29
日
㈬
受
信
有
効
※
原
則
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
（
人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１
）

成
年
後
見
制
度
無
料
相
談
会

（
星
野
地
区
）

相
　
談

映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
上
映
会

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

一
　
般

税
務
職
員
採
用
試
験

試
　
験

　毎年、6 月は、「土砂災害防止月間」
となっています。災害情報の一つ「キキ
クル」は、大雨による災害発生の危険
度の高まりを地図上で確認できる「危
険度分布」のことです。大雨による災害

（浸水、洪水および土砂災害）の危険度
を 5 段階で色分けして地図上にリアルタ
イム表示するもので、今いる場所の危険
度が分かるようになっています。梅雨時
期の災害から身を守るために、再度、防
災ハザードマップの見直し、危険箇所や
避難場所までの道のりの把握、防災気
象情報のチェックなどを行い、災害が起
きる前に避難して自分の命を守りましょ
う。

　あなたが望まない性的な行為は性暴
力です。AV出演強要やJKビジネスなど、
10 代、20 代に対する性暴力の手口が巧
妙化しています。性暴力に関する情報を
みんなで共有して社会全体で性暴力を
なくしていきましょう。性暴力の悩みは
一人で抱え込まずにご相談ください。
◦内閣府＝性犯罪・性暴力被害者のため
のワンストップ支援センター「♯ 8891」
◦警 察＝性 犯 罪 被 害 相 談 電 話「♯
8103」・警察相談専用電話「♯ 9110」

　4 月1日から成人年齢が 18 歳に引き
下げられましたが、喫煙や飲酒は 20 歳
未満は禁止です。たばこやお酒を販売
する際には確実に年齢確認を行いましょ
う。未成年への販売を見つけたときは
110 番通報をお願いします。

八女消防本部（☎ 24・1119）

八女警察署（☎ 22・5110）

備えよう！風水害対策

性犯罪・性暴力でお悩みの人へ

お酒は20歳になってから
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
税
証

明
書
の
内
容
が
最
新
情
報
に



　
▼
５
月
13
日
、福
岡
県
の
事
業
で
「
知
事
と
在
福
岡
総
領
事・

首
席
領
事
等
と
の
産
業
観
光
ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
、
服
部
知

事
を
は
じ
め
福
岡
県
内
に
あ
る
５
か
国
の
各
国
領
事
お
よ
び
関

係
機
関
の
代
表
者
の
皆
さ
ん
に
八
女
市
へ
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
▼
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
福
岡
の
魅
力
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発

信
し
、
地
域
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
産
業
施
設
、
観
光
資
源
、
文
化
財
等
を
視
察
紹
介
す
る

ツ
ア
ー
が
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

八
女
市
と
久
留
米
市
が
訪
問
先
と
な
り
ま
し
た
。
▼
当
日
は
、

世
界
に
売
り
込
む
「
八
女
茶
」「
日
本
酒
」
の
魅
力
に
触
れ
て

も
ら
う
た
め
、
八
女
中
央
大
茶
園
の
視
察
や
八
女
茶
の
手
揉
み

体
験
、
酒
蔵
の
工
場
見
学
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

も
八
女
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
本
市
の
魅
力
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
伝
え

て
も
ら
い
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
折
に
は
、
世
界
各
国
か
ら

多
く
の
皆
さ
ま
に
八
女
市
へ
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
。
▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
は
外
国
人
観
光
客

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
外
の
感
染
状
況
を
見
極
め

た
上
で
、
段
階
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
密
を
避
け
た
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
ツ
ア
ー
の
開
発

や
自
然
、
食
、
文
化
等
、
観
光
資
源
の

さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
な
ど
、
コ
ロ
ナ
収

束
を
見
据
え
、
地
域
経
済
の
回
復
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

「知事と在福岡
総領事・首席領
事等との産業観
光ツアー」

市市長長ココララムム88

ツアー内の茶もみ体験の様子

＃ 　毎月テーマを変えてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力
を集めます。
　ご自身のInstagramアカウントで「＃花咲く八女」
「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿をお願
いします。素敵な投稿は、広報八女や公式SNSで
ご紹介させていただく場合があります。

5月のお題「＃八女茶時間」は３４件（５月１９日時点）の投稿
をいただきました。ありがとうございました。今後も素敵な投稿
をお願いします。

おたんじょうびおめでとう

小川 澄
と う

也
や

 ちゃん 

R3年6月23日生（稲富）

満１歳のお子さまの写真を募集し
ています（ただし、市内に住民登
録があるか実際に住んでいる人
に限る）。氏名・生年月日・住所・
簡単なコメント（30字以内）・電
話番号を添えて、誕生日前月の7
日までに直接お持ちいただくか、
郵送でお申し込みください。
◦申し込み＝企画政策課広報広
聴係（☎23・1110）

は
る
ち
ゃ
ん
、１
歳
お
め
で
と
う
。

笑
顔
で
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね

♡ 家
族
み
ん
な
航
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が

大
好
き
だ
よ
♡
癒
や
し
の
時
間
を

あ
り
が
と
う
。

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
♡
笑
顔
で
元
気
に
大
き
く
な
あ

れ
‼

り
の
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
優
し
い
子
に
育
っ

て
ね
♡

祝
１
歳
♡
い
い
顔
で
こ
れ
か
ら

も
癒
や
し
て
ね
！
生
ま
れ
て
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

笑
顔
が
可
愛
い
澄
也
く
ん
♡

元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
あ
れ

‼

兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い
元

気
に
育
っ
て
ね
‼

元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

１
歳
お
め
で
と
う
！
い
っ
ぱ
い

笑
っ
て
、
元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ

て
ね
。

主計 陽
は

彩
る

果
か

 ちゃん 平川 航
こう

也
や

 ちゃん

筑紫 都
と

愛
あ

 ちゃん

牛島 凛
り

乃
の

 ちゃん

福島 暖
は る

人
と

 ちゃん

椛島 夢
ゆ

彩
あ

 ちゃん

江頭 壱
いつ

騎
き

 ちゃん

坂口 史
し

龍
りゅう

 ちゃん

梅野 浬
かいり

 ちゃん

R3年6月2日生（鵜池） R3年6月16日生（馬場）

R3年6月22日生（黒木町本分）

R3年6月9日生（本村）

R3年6月16日生（亀甲）

R3年6月24日生（稲富）

R3年6月9日生（星野村）

R3年6月17日生（稲富）

R3年6月25日生（蒲原）

一
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
育
っ
て
ね
♡

大
好
き
だ
よ
～
♡

小林 叶
か ん

愛
な

 ちゃん 

R3年6月28日生（蒲原）

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
か
ん
ち
ゃ
ん

♡
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
大
好

き
だ
よ
♡

あなたの投稿が広報紙に！？
ハッシュタグ八女
「新コーナー」

6月の「お題」

＃花咲く八女
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